
【管理運営状況公表様式】                          （別紙３） 

平成２４年度 青森県武道館の管理運営状況 

県所管課 教育庁スポーツ健康課 

指定管理者 公益財団法人弘前市体育協会 

 会長 須藤 惇 

指定期間 平成 22 年 4 月 1 日～平成 26年 3月 31 日 

１ 管理業務の実施状況 

業務区分 概   要 

武道その他体育・スポ

ーツの普及・振興に関

する業務 

（1）青森県武道館なぎなた教室 

幅広い年齢層を対象に初心者から競技者までレベルにあった指導を行い、基本的

な技術の習得、基礎体力・競技力の向上を図った。 

（2）青森県武道館オリンピックメダリストによる青少年柔道教室 

アトランタ・シドニー・アテネオリンピック男子柔道競技 60kg 級金メダリスト野

村 忠宏氏を招聘し、青少年競技者の技術・知識の向上と柔道の普及振興を図った。 

（3）第三回青森県武道館小学生・中学生相撲大会 

小・中学生の相撲競技者を対象にして、日頃の練習の成果を発揮する機会を提供

し、競技力の向上と健全な精神の育成を図った。 

（4）武道演武フェスティバル 

県内の武道家や武道愛好家が一堂に集まり、交流することで、本県武道の一層の

活性化及び振興を図るとともに、県民の参加意欲喚起と青少年の健全育成を図った。 

（5）青森県武道館地域交流スポーツ教室護身術教室 

地域住民の中学生以上を対象に、無理なく体を動かし護身術を習得する教室を開

催した。また、運動習慣を身に付ける地域の交流の場とし、地域活性化を図った。 

施設の維持管理業務 利用者の快適、かつ安全な利用を図るため、施設等を清潔に保ち、さらにその機能

を正常に保持するため、適正な管理と建築物における法令に沿った保守点検等を実施

した。 

自主事業の実施 総合武道施設としての特色を活かすとともに、競技人口の増加と競技力の向上を図

り、武道振興の一助とするため、柔道、空手道、少林寺拳法、剣道の武道教室を開催

した。 

２ 管理施設の利用状況 

利用指標 年 度 計 画 実 績 計画対比 前年度対比 

利用者数（人） 

Ｈ２１ 206,000 203,685 98.9％ 98.5％ 

Ｈ２２ 200,000 199,844 99.9％ 98.1％ 

Ｈ２３ 210,000 228,479 108.8％ 114.3％ 

Ｈ２４ 212,000 209,064 98.6％ 91.5％ 

使用料収入（円） 

Ｈ２１ 26,892,000 24,120,595 89.7％ 96.9％ 

Ｈ２２ 25,800,000 24,237,965 94.0％ 100.5％ 

Ｈ２３ 26,050,000 23,436,120 89.9％ 96.6％ 

Ｈ２４ 26,300,000 25,834,240 98.2％ 110.2％ 

【増減理由】 

・利用者数 

 平成 23 年度 7・8月期の比較で 3万 9千人弱の利用者減となった。（平成 23 年全国高総体開催による）ただし、

平成 23 年度比においては 7・8月期、12 月期（99.2％）のみが減少で、その他期については、全て増加となった。   

特に 9・1・3月期については、創立イベントや東北高校競技大会及び卒業式等の利用があり、大幅な増となった

が、7・8月期の減少を補填するまでには至らなかった。 

・使用料収入 

 平成 23 年度において、震災の影響を受けた 4月期及び全国高総体の使用料免除措置となった 7・8月期について、

平成 24 年度は増収があり、さらに 1月期の東北高校競技大会、3月期の卒業式等での利用により上乗せとなった

が、開催場所が持ち回りの大会や営利イベントが行われた平成 23 年度との差額があり、目標値には達しなかった。 



３ 評価結果 

評価項目 
指定管理者 

自己評価 

県所管課 

評価 コメント 

①サービスの維持・向上に

向けた取組みが適切に行

われているか。 

４ ４ 

利用者からのアンケート結果等を参考に

サービスの維持・向上に向けた取組が適切

に行われている。 

また、弘前市運動公園への意見等に対し

ても、管理者間で連絡を取り合い改善に向

けた取組を実施している。 

②利用促進に向けた取組み

が適切に行われているか。 

 

４ ４ 

ホームページのリニューアルに当たり、

利用者の声を取り入れた仕様とするなど利

用促進に向けた取組を実施している。 

③施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕が適切に

行われているか。 

４ ４ 

維持管理に係る日常点検を適切に実施

し、安全で快適な環境の確保に努めている。 

また、安全・安心・快適な環境を確保し

ているかというアンケートの結果に対し、

利用者の満足度の平均値が概ね４である。 

④緊急時の対応・安全管理

などの危機管理が適切に

行われているか。 

３ ３ 
ＡＥＤ講習会の職員全員受講を実施する

など適切に安全対策を講じている。 

⑤指定管理料が適正に執行

されているか。 
３ ３ 

経費削減に向けた取組を工夫し、指定管

理料が適正に執行されている。 

⑥成果目標達成のための努

力が行われ、成果が上がっ

ているか 

３ ３ 

参加しやすい教室を心掛け、開催方法を

工夫するなど努力しているが、目標値には

及ばなかった。 

⑦個人情報の保護に対する

体制の構築・取組みを行

っているか 

３ ３ 体制が構築され、適切に管理されている。 

総合評価 ３ ３ 
管理業務仕様書等の内容が満たされ、適

正に運営管理されている。 

○評価基準 

５（秀）：業務水準書等の内容を上回り、特筆すべき実績を上げている 

４（優）：業務水準書等の内容を上回り、優れた実績を上げている 

３（良）：業務水準書等の内容が満たされている 

２（可）：業務水準書等の内容が満たされず、一部改善を要する 

１（不可）：業務水準書等の内容が満たされず、重大な改善を要する。 

 


